
（＊順位は数値の大きいものからの順。） 

 

１ 出  生 

 本県の出生数は１０，５５６人で、前年の１０，５２４人より３２人増加した。出生率(人口千対)は７．４で、前年の

７．３を０．１ポイント上回った。また、全国と比べると１．３ポイント下回り、全国順位は４６位(前年４５位)であった。

 全国の出生数は１，０９２，６７４人で、前年の１，０６２，５３０人より３０，１４４人増加した。出生率は８．７で、前年

の８．４を０．３ポイント上回った。 

 本県の合計特殊出生率は１．３１で、前年の１．２９を０．０２ポイント上回った。また、全国と比べると０．０１ポイン

ト下回り、全国順位は３６位（前年３５位）であった。 

 全国の合計特殊出生率は１．３２で、前年の１．２６を０．０６ポイント上回った。 

 

２ 死  亡 

 本県の死亡数は１４，７３３人で、前年の１４，８８２人より１４９人減少した。死亡率(人口千対)は１０．４で、前年と

同率であった。また、全国と比べると１．８ポイント上回り、全国順位は１２位(前年１２位)であった。 

 全国の死亡数は１，０８４，４５０人で、前年の１，０８３，７９６人より６５４人増加した。死亡率は８．６で、前年と同

率であった。 

 

３ 乳児死亡 

 本県の乳児死亡数は３２人で、前年の２９人より３人増加した。乳児死亡率(出生千対)は３．０で、前年の２．８を

０．２ポイント上回った。また、全国と比べると０．４ポイント上回り、全国順位は８位(前年２８位)であった。 

 全国の乳児死亡数は２，８６４人で、前年の２，９５８人より９４人減少した。乳児死亡率は２．６で、前年の２．８を

０．２ポイント下回った。 

 

４ 新生児死亡 

 本県の新生児死亡数は２２人で、前年の２０人より２人増加した。新生児死亡率(出生千対)は２．１で、前年の１．

９を０．２ポイント上回った。また、全国と比べると０．８ポイント上回り、全国順位は２位(前年３位)であった。 

 全国の新生児死亡数は１，４４４人で、前年の１，５１０人より６６人減少した。新生児死亡率は１．３で、前年の

１．４を０．１ポイント下回った。 

 

５ 自然増加  

 本県の自然増加数は△４，１７７人で、前年の△４，３５８人より１８１人増加したが、８年連続マイナスとなった。

自然増加率(人口千対)は△２．９で、前年の△３．０を０．１ポイント上回った。また、全国と比べると３．０ポイント下

回った。 

 全国の自然増加数は８，２２４人で、昨年の△２１，２６６人より２９，４９０人増加した。自然増加率は０．１で、前

年の△０．２を０．３ポイント上回った。 

 

６ 死  産 

 本県の死産数は３８２胎（自然死産１６６胎、人工死産２１６胎）で、昨年の３６７胎（同１５４胎、同２１３胎）より１５



胎（同１２胎増加、同３胎増加）増加した。死産率（出産（出生＋死産）千対）は３４．９で、前年の３３．７を１．２ポイ

ント上回った。また、全国と比べると７．４ポイント上回り、全国順位は６位(前年９位)であった。 

 全国の死産数は３０，９１１胎で、前年の３１，８１８胎より９０７胎減少した。死産率は２７．５で、前年の２９．１を

１．６ポイント下回った。 

 

７ 周産期死亡 

 本県の周産期死亡数は６８件（妊娠満22週以後の死産５０胎、早期新生児死亡１８人）で、前年の５６件（同３８

胎、同１８人）より１２件（同１２胎増加、同増減なし）増加した。周産期死亡率(出産（出生＋妊娠満22週以後の死

産）千対）は６．４で、前年の５．３を１．１ポイント上回った。また、全国と比べると１．７ポイント上回り、全国順位は

２位（前年１１位）であった。 

 全国の周産期死亡数は５，１００件で、前年の５，１４９件より４９件減少した。周産期死亡率は４．７で、前年の

４．８を０．１ポイント下回った。 

 

８ 婚  姻 

 本県の婚姻件数は６，６４２組で、前年の６，５８４組より５８組増加した。婚姻率(人口千対)は４．７で、前年の４．

６を０．１ポイント上回った。また、全国と比べると１．１ポイント下回り、全国順位は４３位（前年４４位）であった。 

 全国の婚姻件数は７３０，９７１組で、前年の７１４，２６５組より１６，７０６組増加した。婚姻率は５．８で、前年の

５．７を０．１ポイント上回った。 

 

９ 離  婚  

 本県の離婚件数は３，０４４組で、前年の３，２８１組より２３７組減少した。離婚率(人口千対)は２．１５で、前年の

２．２９を０．１４ポイント下回った。また、全国と比べると、０．１１ポイント上回り、全国順位は８位（前年６位）であっ

た。 

 全国の離婚件数は２５７，４７５組で、前年の２６１，９１７組より４，４４２組減少した。離婚率は２．０４で、前年の

２．０８を０．０４ポイント下回った。 

 

表１ 人口動態総覧 

 

青森県 全国

実数
対前年比

率 実数

平成18年 平成17年 差引増減 平成18年 平成17年
平成18年

（Ａ） （Ｂ） (A)-(B) (前年=100) （Ａ） （Ｂ）

出生 10,556 10,524 32 100.3 7.4 7.3 1,092,674

死亡 14,733 14,882 △149 99.0 10.4 10.4 1,084,450

 
乳児死亡数 32 29 3 110.3 3.0 2.8 2,864

 新生児死亡数 22 20 2 110.0 2.1 1.9 1,444

自然増加数 △4,177 △4,358 181 95.8 △2.9 △3.0 8,224

死産 382 367 15 104.1 34.9 33.7 30,911



 

表２ 合計特殊出生率 

 

表３ 三大死因 

 

 

 

 
自然死産 166 154 12 107.8 15.2 14.1 13,424

人工死産 216 213 3 101.4 19.7 19.6 17,487

周産期死亡 68 56 12 121.4 6.4 5.3 5,100

 

妊娠満22週以降の
死産

50 38 12 131.6 4.7 3.6 4,047

早期新生児死亡 18 18 0 100.0 1.7 1.7 1,053

婚姻 6,642 6,584 58 100.9 4.7 4.6 730,971

離婚 3,044 3,281 △237 92.8 2.15 2.29 257,475

 平成１8年 平成１7年

合計特殊出生率（青森県） 1.31 1.29

 死因分類名 死亡数(人)
死亡率 

(人口10万対) 
全国順位

全死因に 
対する割合(%)

1位 悪性新生物 4,454 313.9 6 30.2

2位 心 疾 患 2,429 171.2 10 16.5

3位 脳血管疾患 1,913 134.8 11 13.0


